




皆さんはロックと聞いて何を思い浮かべるでしょうか。

皆さんが普段から聞いている⾳楽や、着ている服のバックボー
ンにはロックという⼤きな箱が存在します。

ただ、そんな絶対的なジャンルを壊そうとした数少ないアー
ティストの中にカート・コバーンと⾔う⼈物が存在してました。
彼は、ロックを喰らうロック、誰にも囚われない⾳楽や、服装
を信念にギターを弾き続けた男です。

そんなカートの服装と⾔えばグランジスタイル。

後世に多⼤なる影響を与えた彼のファッションと⾳楽は、私が
⽬指す、グランジロックのツインズ発掘と、その⾐装を⼿掛け
るという夢のためには絶対的な存在でした。

ロックを乞うる者たちは、いま何を着て何を謳うのでしょうか。
誰も⾒た事のないオルタナティブなアートの世界へようこそ__。


























